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熊本県八代1~) 1:11求琳村市1長Hチノマタ}部落の東方約1.5kri1，海抜
600mの附近に見包れるマジfly鉱床を稼行するのを市俣鉱山と呼んでい

る。市民部黙の東方約匂60白色柁もマ γガγ鉱床があり，同一回鉱じ互に含まれて

いるが，との方は肥後鉱<11とLて稼行された己とがある e 折、同とはv.1れも千枚

唾岩(厚き数cmの cheit質毛主桝主祢い粘板岩の互府〕中広旺日台Lた不翻JlU

な形状をもっマ"jfY鉱床で，露矧附近は般化鉱石よりなるが話不服はどの

場所もすぐに炭酸マシガY質および栓般苧訟河ν債の鉱石k移らセ行〈。大
体に微粒!の世田 pマ，d)'jlシ鉱i1'ils!f"~，~νん fi!'Mf谷夢石を主とする真
名子製の鉱石よりなるが，鉱床の強端に当日売ド鉱』単語2語Eに肥大すると共!I:~\， 
前出質となり 9 本文帥e)n;'ll:i王子持州議酸マげγ拡を産すl円
うになる。 守了}

号事ifKほ東端においでトj、渓を琉どもて司王灰岩に接している。そのi覚界は恐ら
制帰であ石うが，鉱床が頭指に妙付従って急拡大鉱床となb，かヂ

〈 骨会報文日大要は‘日本鉱物学会(東京l何7if6月)に於いて訪日
み酬九州大学理学部地質学教室
柑義組質調査所鉱床部鉱石稼

{呈市]. 
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その先に{i灰JLJが存在することとl市要な関係をもっ質の鉱石に変ることは，

と忠像している。

オバ鉱If!の珪質D鉱石は，次の 3つの部分よりなるo

含マンガン角石質セキエイ

極めて低日f立である。 部分的に多少透明感があるが， 大体に不透明であ

る。ベ s:/ト右やピロックスマシガ Y右を出えるために褐色，桃色等を呈す

るζ ともある。

a 

鰹節鉱

褐色乃至帯紫褐色で，明石い淡い色のものから，日青い濃色のものまで色々

ある。半透明でガラス光沢を帯びる己とがあり鰹節に似ている。一般に脱節

鉱は穴内型と古li"の呼ぶマシガY鉱石の主成分である。然しその他の鉱床

にも見られ3 何れも主と Lて本文に述べるペsyト石よりなるのであろうこ

とは従来ぢ堵えてトた。

市[見鉱iJ.，の鰹節鉱は角石質セキエイに接しそれと混じて産する。時にιl色
又は桃色の"ョウマγ ガ Y鉱主~i.匝えでいる。時には灰色又は灰緑色を呈する
高品伎の炭マγ と混じ，或いは縞状に交互に重なり合ヨて産する例もある n

ζ のものは蛇石としても M仇抑前後で良質の鉱石である。灰緑色を里子

下るのは1微掠四テブロ石をi混入するためであろう。

.l:述の如<~臣官町鉱は什向剖制巨"'"佐軸

b 

。然し概めて

， 9ョクデイ石類によく

見分けるととが出来ないもの。

感の強いもので介般状桁口がよく現われ，
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断仁100に於ける光沢もガラスjj(に近い。 (iii)に却するものは，滋褐色時に

黒色に近し不透明で光沢も弱い。鉱正iの a牧の薄日 にbをいてさえ. 3租IIJ'J!l 
共に認められることが少なくない。市l見鉱山に於いτはりにと;"1の (i)の煩
の鰹町並;，)ly!i止に且つよ くまとまって.sEし 3 筏 1cmに及ぶ部分が全く(i) 

の知の淡色半透明な際節銀、である線本が得られた。このような例は股初の品正

験であるのでs特にI.f究を行ったと己る，ベメント tiのみよりなると推定出

来たのでここに報告する ζ とにした， (山)とLた漁色不透明なものは，他の

鉱山では多量に盛する例がある。 ::~し戎 i暗 合にはベメン ト石ではなくて

ganophylliteであることを見出している。 今後史に究明して報告したい。

パラキ石の生成時期より i1ifに生成 したものに (エ)に述べた倒質の鉱物多く，

ノミラキ石より後期に生成したものに (iii)に矧Fる例が多い。 ganophyllite

であった場合もその例である。大体に也i&時代の/;'!，で (i)→(iii)の順序は{司

れの場合にも認められるが (i) と (iu)の聞にパラキ石の時代が常に挟まれ

るかどうかは未だ疑問である。

ベj.y ト石と ganophylliteは後者が主成分として AJ，O.lを食むとと，屈

折率が低いこと担よぴ X線粉末写真の鐙によって区別出来るが，肉眼的に或

いは顕微鏡下では区別し縫いことが多い。鰹節鉱の如〈鰍櫛I鬼i史で産するも

のと，鱗片状をなすものと，ニ様の盤状のある点もベ j.y ト石と事anophy-

llile の繭者に共通な挽~，~る。

冗内鉱山・大洲鉱山に虚賞、る ganophylliteについてZ持者等叫が報告した

際に言及した僚に.，g1¥nop¥!ylliteおよびそれに矧似する数種の鉱物につい

τは分担民地々城郡あり， ganophylliteという名称は範囲の即叩oup
name'をもて使用したい糠'lC1溶ぅ。ベメシト石についてもl間様な::ID7ではある

まい品。我匿のず>，.'#'1み鍋暑には， ζの植の鉱物の多数の路地が判明してい

るのすせ今綾斑に検締υ世!!li~，~.;" 

0'; :ì~i i 豊キ 年石 (， . ， ' < j 

市{車鉱山では鮫杖官民銚i!Ç，イザ キ石IJ.判お~4i'￥エイやアヅキ拠マ YI亡混じ

て嵐字削曲事訂 正記官曜鰍E必車両状削lをして制11い繊維状をしたパラキ石が見
必紙面苦渋体制n.阿佐ぽ射iRピ従って隠す白補に巾 5mmほの部分がと
d:¥ぜ針縫継状パヲギ布のみ去、なるととを兇出し研究を行った。その結果は

dtlb.i道討議官，<ピ U'#. fJ;同特ガ y.T:i哩lであったので，ここに報告する。
曜論録制史パラキ石につい.('は頬似の形状世示L，高知県防又鉱山の鉄マン鉱

石中佐脈状をなしぜ遣す務屯のを以前に報告した. 広量産・吉村J' 淡桃i~*T . 

，JR 

吉村盛文 ・ 由7)(11占雌 ・J1~波文:fiJ



熊本県市以鉱山盛へメ γ ト石とピ U ククスマン)1y{i 

を呈Aし，'CaQ.=，S，2S形に達するものでパスタ ム石質ノミラキ石ι呼ぶべきでお
るとi!tべたが， X線粉末法ではピ口ックスマ Y ガン石型ではなか勺た。

~ 460← 

ベメント石 (bementite)

性 上記の鰹節鉱のう ち，比較的淡色で. ;~W t河褐色半透明の

monomineralicにこの鉱物よりなる。紙密塊状であるためliil!度

ゆ
開d・

a物理

ものが殆ど

が測定出来る。

H 

主主

= 5" 
径 lcm 程度の境で殆ど央雄物を古まず.裂回 も入っていない試料古''1~忘

れiるので， 天秤により直接に比重を測定した。 d-3.13

破砕じ純粋なものを拾ってピクノメーターにより測定した比重は、 d=3.03

でおJた0 ・ ." 

顕'倣'鏡下で辛うじて分別出来る程度町微小な結属片がtf:鋭員収'密集Lτ産

するので，浸波法により次の結県を得た。光学l'Fぽぜ認定出来記いので近似
位、と宮古てu!;r' と'i..'ic.。 ‘ d 白 )':'1 ')~Hh'1bù川~).
". 円? 守 ，~. ， 、 ド .... 手 血女l，，;<j ~i({= . 1υ.6"sf . 
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ト瓦町raypowder占agramsof bementite 

(1) Apex Claim (Smitheri酬がつ (2)Tok阻 wamine (3) Ichinoma七amlUe 
(4) Kunimiyama mine (の'frottermI田 FranklinFuruace 
(2-..5 I photogrophed 'wi也 a目立国raof 57.3mm ra占ll')

broadであるが， hack groundは多少 clearである。 celldimensionは

徳沢ベ)'/ト石と問機に解釈して a=bv'3一， b=9.SA， c=7.5A， s= 
104.60 となる。とれらは，前にも述べたように，1-1ayermonoclinic cellな

持つベ)'/ f石と埼えられるが，ベ )Y卜石の originallocalityである

Trotter mine (Franklin)に産するベ )Yト右はこれらとは外観が製勺， 7

yモ状結晶をなし，岡本要八郎講師の御好意により入手出来た試料の、X線写

真は Fig.1 (5)の如(-で上記3試料とはかなり異った均序維を与える。 日

本の各地のヤジガザ鉱沫に産するベ)Yト石は，市{及川楢沢ペy1Y f石と!司

様なもの!が多い様勺あるが，高知県国見山鉱illの鉄マY鉱石を貫く方解石脈

に伴う鱗片状試料の粉末線(やは Tro附 pme凶 teに酷似する。これに

ついての詳細ほ別の機会に報告したい。

C 示差熱分析TI1f見<<j.γ ト石宜主もに， 徳沢ペy1Y ト石・間知県穴

内飯、;]，1催樫蹄鉱 Hy1Yト石とブヲ 7Y鋭、を主成分とする〉についても示差
熱先枕政行った。1:の結保は Fig・2の如くである。ベy1y ト布の熱分析曲

線はまだ発表苫れたものがなし今回のデータ{は， serpentine戒いはカ

オ9Yに類似した構造の鉱物としτは極めτ複雑な曲線であり，問題が/
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Fi日 2. Differcntial血cロna1amly目iscurves of bementite 

「一一「一一一γ~一一~~一一一「→ー守一一~ーーャ一一「 (1') Bementite from TokusfJ.wa mine 
(cDntuini時 asmall quantity of 

leplmuite) 

(2) Bemcntitc from IchinolData 

mme 

(3)“I(atubusi orc" from Ananai 

明日e...{Lomentileトbl'B.unit円 l

undeterrnined mineral) 

He!l.th沼田tio;12"C/min 

AC!ld. PhiJ-

品川 W:\c~hiLI?I'山 c. SLcIf;er : J. 'J'. r'< !1"I llf'~') Jo:. S. l.ur:';('IJ 川，，1
; J. Wush. ACild， Sci.， fl， 2ヲ(192])



機卿圃・

くないが，多くの peakは Mnが主成分として含まれる為と考えられ，今

後検討すべき sデーターとして己こに掲載する。

d 化学成分 イb学分析には好適な試料であるから，上述の物理性をも

っそのものの化学成分を知り得た。広波の得た分析結果をTab!e2の1に示す。

(0， OH)を16として計算すれば

(Ca， Mg， Mn， Fe) o.coくSi，Al) ，伺 o.鍋 (OH)..，. 
(0， OH)を18として計算すれば

(Ca， Mg， Mn， Fe) .." (Si， Al)同 (0，

Mn. Si‘o " 
(OH) .とした従来の化学式が大~趨合すると考えてよい。

他産地のベメント右との比較 我国のマ yガγ鉱床It:ペ)Y F右を殴

1.."， ~品種の場合には重要な成分であろうことは再三記述した。古村旬。そり

後筆者等が福島県のマソガジ鉱山を甫司査したとき耶麻郡の徳沢鉱は4に於いて

加球型鉱石を削る制脈状をなして産するペメント石を見出 L，報告した。白

水，広渡九己のベ }Yト石は褐色不透明で視屈折大，非J市に制かい某片状で
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0 市{見鉱石の珪質な部分は相怯練密常淡紅色を墨
L，外見上怯通常裏名

子製炭酸マ Yガシ鉱に伴う微粒件Eラ#石也称しているものと何等異らない。

ただ鏡下に見ると繊維状の部織が'あり，叱れが放射状に集合しているところ

も晶るので s 委 L く吟味したと t';~
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鏡下にはノミラキ石に比して屈折率，視屈折， ~~に低い様に見えるが，これは
相性であ昌ことにもt原因があろう o

iii) X線粉末写真 本鉱物がX線的に最近問題になっているピロ vクスマ

yガン石・パラキ石の何れに属するかは重嬰な問題であるので， Fig. 3に

示したように本鉱物〔司図的のほかに京都府大苗並びに岩手県三同市の

pegmatiteに産したピロヲクスマYガν石 (2，3)および鳥取県智頭マシガ

シ鉱山のパラキ石様鉱物 (5，6)についても撮影して比較した。何れの場合

も鉄対陰極，半f辛抱.65mmのカメラを使坪lした。 Fig.3にはD目 E.Leeわ
による雨鉱物のデーター (1，7)をあわせ示した。

川とれbの粉末線i't一見Lたと ζろは主に似ているが， I目かい点を比較検討
4すれば Leeの云うピロヲグ1 マY ガF石とパヲキ石の2つに類別する事が

出来ル市停の問題の鉱物はX線的にはピロ?ク久マVガ Y石陀属す司と云う

事が出泰者。ピロ沙夕:兵ス?νガν石と A ラギ石の粉末線の主な区別点とじて
~は'…今EのようにU削'J村j

研究室で得られた他の産地の試料のデ一夕一1をtも参照して検討レた給果，

ロヲクスマソガシ石t草木fl;;1;l

本文では， 己む問題に深

ζ心両者を対3止した積類と考えるととは如何かと

jQ，泌-q:.，，，y，;ガジ石なる名称は鉄の多い種類に対して与えられ

が子命i;;oYi:計上 MnSiO"を三主成分とし，キ石 (pyroxene)らし
という意味であろう。従って前々節 (iii)に述べたX線￥:真の



〆jJ~石

需に見えるが，

ている ピ口vク1

5るので，.Fig. 3 iピ
タ陀岩手県三田市の

1鳥取県智頭マ Yガ

古した。何れの場合

!/t:は D.E.目 Le-e2)

かい点を比較検討

?に縮刷する事が

白山Jl'Jjに/1

よliu{IlJ点、と

C '-):〆;~bJt 

cen(' )らし

:敵手持む
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判{止が，“よりキ石接的"という解釈がつけば， 黙りないものをも“ピロク

クスマ Yガy石"とするという Leeの号えはp 命名の根源に遡っても支持

されるかも知れない」然し目下のと己ろでは矢張り鉄の多い組制をピロ vク

スマシガ Y石とし，これとX線的に類似するがp 割、のないものは別鉱物とす

るのが良いのではあるまいか。 しかし本報文では.Leeの行った様にX線的

データーに基づきピログクスマ yガν石とするに止める。 化学成分とX線デ

{ターが集積した検には両者の組合せで色々の鉱物ができ，この様な数々の

鉱物を総称してパラキ有と呼ぶのが良いのではあるまいか。

桜井欽ーやは，パラキ有を野外名とする己とを提明していられるが， パヲ

キ石を groUpnameとする方が考え易いのではあるまいか。吉村"は最初

力u敵、鉱山産のパ弓キ石を観察した時，この様な複雑な関係を予想Lたので敢
て rhodonite パヲキ石の用語を用いず， マジjfシキ石と仮称したのであ

った。
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